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　苦
く

をば苦
く

とさ
覚

とり、楽
らく

を

ば楽
らく

とひ
開

らき、苦
く

楽
らく

ともに

思
おも

い合
あ

わせて南無妙法蓮華

経とう
打

ちと
唱

なえい
居

させ給
たま

え。

これあに自
じ

受
じゅほうらく

法楽にあらず

や。

　いよいよ強
ごう

盛
じょう

の信
しんりき

力をい

たし給
たま

え。

　　（御書新版１５５４ページ・御書全集１１４３ページ）

　苦を苦と覚
さと
り、楽を楽と

開き、苦も楽もともに思い
合わせて南無妙法蓮華経と
唱え抜

ぬ
いていきなさい。こ

れこそ自
じ
受
じゅほうらく
法楽ではない

か。
　ますます強

ごう
盛
じょう
な信力を尽

つ

くしていきなさい。

ありのままの心で題目に挑戦！

　こんにちは、レオです！　教学研さんから、充
じゅう
実
じつ

した夏休みにしていこう！
　今回学ぶ「四

し
条
じょう
金
きん
吾
ご
殿
どの
御
ご
返
へん
事
じ
（衆

しゅ
生
じょう
所
しょゆうらく
遊楽御

ご
書
しょ
）」

は１２７６年（建治２年）６月、日蓮大聖人が５５
歳の時に身

み
延
のぶ
で著
あらわ
され、弟子の四条金吾に送られた

御手紙です。主君の江
え ま
間氏を折

しゃく
伏
ぶく
した金吾は、次第

に疎
うと
まれ、さらに同

どう
僚
りょう
からも事実無

む
根
こん
の中
ちゅうしょう
傷をされ、

所領没
ぼっ
収
しゅう
の危機に陥

おちい
りました。

　「苦楽ともに思い合わせて南無妙法蓮華経とうち
となえいさせ給え」とある通り、苦しい時も楽しい
時も、ありのままの心で祈ることが大切だと教えら
れています。つらいことや悲しいことは、言葉に出
すだけでは愚

ぐ ち
癡で終わってしまいますが、題目の中

にその思いを込
こ
めていけば挑

ちょう
戦
せん
の祈りに変わりま

す。それこそが「自
じ
受
じゅほうらく
法楽」という、何ものにも崩

くず

されない、素晴らしい境
きょう
地
ち
であると仰

おお
せです。

　ある先
せんぱい
輩は、高校１年生の時に潰

かいようせいだい
瘍性大腸

ちょう
炎
えん
とい

う指定難
なん
病
びょう
になり、大好きなサッカーを続けられな

い状態になったんだ。何もかも無気力になった頃
ころ
に、

今度はお母さんのがんが見つかって、つらい状
じょうきょう
況が

重なってしまった。
　そこで彼は、お母さんが毎日祈っていた姿

すがた
を思い

出して、〝僕
ぼく
もやってみよう〟と初めてお題目への挑

戦を決意。つらい気持ちを隠
かく
さずに、ありのまま御

本尊に祈っていった。日々の唱題で前向きな気持ち
を強くしていく中で、勉強にも必死に挑戦。すると
次第に自身の症

しょうじょう
状が落ち着いていき、志望していた

大学の建築科に見事合格。彼は今、授業の課題で最
高評価をもらうくらい頑張っているんだ。そして、
お母さんのがんの手術も成功して、元気に過ごして
いるんだって。
　池田先生は次のように語っています。「『苦』に直
面した時には、その現実をありのままに見つめ、逃

に

げたり、退いたりするのではなく、〝よし、信心で
打開しよう〟と、ひたすら唱題に励

はげ
んでいくことで

す」
　この夏、ありのままの心で題目に挑戦していこう！


